
  

 

 

 

 

7月 12日（日）：ビーチクリーンアップ、親子水泳大会 ありがとうございました  

雲一つないお天気に恵まれ、とても暑い日になりました。木下は弁論大会のため別の会場にいま

したが、暑さが心配でした。しかし、健全育成会の方々のお気遣いと、たくさんの飲み物や氷、美

味しいスイカ。大いに助けられて楽しい時間になったようでした。当日活動した結果、用意された

ごみ袋に集めたごみは 130袋以上、その他積み上げたものも多かったとのことでした。活動中は

子どもたちの健康に気を配って声をかけていただいたり、船で沖から見守りをしていただいたりな

ど、健全育成会の皆様には大変お世話になりました。子どもたちにとっても環境を大切にする意識

の向上や、環境を守るために行動することの大切さを理解する、素晴らしい取組であったと感謝し

ております。大変お世話になりました。 

 

７月１２日（日）：社会を明るくする運動弁論大会 

 ビーチクリーンアップと同じ日程になりましたが、２年に一度

こちらの弁論大会の出場の機会があります。今年は９年生の松山 

美羽さんが、浅子小中学校を代表して出場してくれました。「勇気

から作り出す安心」というタイトルで、盲導犬やパラスポーツ（バ

ドミントン）を目の当たりにしたことから感じたことなどを、堂々

と発表してくれました。大変すばらしい発表で、佐世保地区保護司

会賞をいただきました。 

 

7月 15日（水）：児童生徒会レク（昼休み）  

 この日の昼休みは児童生徒会によるレクリェーションが行われ

ました。暑さも何のその！よく走り回り、汗びっしょりでした。終

わった後はすっきりといい笑顔でした。 

さて、各教室はエアコンが効いています。汗をかいた後、とても

寒く感じる様子です。まずは汗をしっかり拭くためのタオルと、で

きれば下着まで含めた着替えをご用意いただけますと助かります。 

まだまだ暑さを気にせず、楽しみたい様子です・・ 

 

まもなく夏休み～7.24から  

 力いっぱい楽しんだ、また学習も頑張った１学期。このところの暑さでよく汗をかきます。 

各教室ではエアコンを使用しておりますが、そのエアコンの風が、汗をかいた体を一気に冷やしま

す。特に低学年は「寒い」と言って毛布にくるまって休む様子もみられました。汗で体が冷えない

よう、タオルや服、下着の替えも一緒に持たせていただけると助かります。特に体温調節機能が未

熟なお子さんは、いわゆるクーラー病になりやすいようです。しかし、子どもばかりでなく大人に

も、冷えは不調の原因となります。体温調節ができる服装を心がけることは、夏の体調の維持に必

要なことの一つです。特に２学期が始まる８月３１日は、まだ暑さが続くところですので、クーラ

ーの効いた室内と、外の気温に上手に適応できるよう過ごしたいものです。 

あ さ な ぎ 通 信 
～心豊かに しなやかで 進んで学ぶ子どもの育成～ 

浅子小中学校だより 

    第 14号 

令和 8年 7月 21日（火）   

文責：木下智美 



社会を明るくする運動弁論大会 

 

勇気から作り出す安心 

 

浅子小中学校９年 松山 美羽 

 

ある日、私が通う浅子小中学校に、大きな黒い犬がやってきました。きっと、皆さんは、学校に

犬？犬がやってきたの？ と思ったと思います。実は、その犬は、平戸市からやってきた盲導犬で

した。盲導犬は、私が普段から見かける犬と何も変わるところのない、かわいい犬でした。でも、

講話が始まると、ご主人の足元でずっと大人しく伏せていました。ご主人の指示を理解して、自分

のすべきことをしっかり行っている姿から、普段見かける犬との違いを感じました。 

講話の中で、佐世保市には盲導犬と暮らす人がいないということを知りました。盲導犬の育成には

たくさんのお金がかかるそうです。視覚障害者の方は佐世保市にもいるはずなので、もっと盲導犬

が増えて、理解が進み、視覚障害者の方が住みやすい社会になってほしいと思いました。 

以前、私は、目隠しをして白杖を持ち、友達の声を頼りに歩くブラインドウォーキングの体験を

したことがあります。目の前が真っ暗で、怖くて、不安しかありませんでした。普段使っている学

校の校舎だから歩けたけれど、もし、全く知らない場所だったら、今どこを歩いているのか、周り

の状況も分からず、目的地にはたどり着けないと思います。そう考えると、今まで気にせず歩いて

いた点字ブロックは、誰かにとっての大切な道なのだということに気づきました。そこに人が立っ

ていたら、物が置かれていたら・・・。目が見えない人はどれほど不安になるでしょう。障害のあ

る方のことも考えて、生活することが大切です。 

その思いを強くしたのは、昨年参加した人権学習での車いすバドミントンでの体験です。私達の

学校に選手が来校され、車いすの操作の仕方、競技用と一般の車いすとの違い、競技のルールなど

多くのことを教えていただきました。学校に来てくださった選手は、日本を代表する選手でした。

車いすの上で、体をのけぞらせ、コートの端から端までシャトルを飛ばす姿に圧倒されました。実

際に、普段部活動でバドミントンをしている私たちが、みんな負けてしまうほど実力のある方でし

た。車いすに乗ってバドミントンをしてみると、片手にラケットを持ちながら車いすの操作もしな

ければいけなかったので、なかなかうまく操作することができませんでした。シャトルを追いかけ

たくても、思うように動かせず、パラスポーツの奥深さと選手のすごさを肌で感じました。この技

術を手に入れるまでに、どれほど苦しい思いや悔しい思いをしたことか、想像すると私にはできな

いことだと感じました。 

この体験を通して、私は車いすで過ごす日常生活の難しさについて考えさせられました。その過

程で、階段やトイレの問題など大きな壁がたくさんあることに気づきました。今まで気にしていな

かった小さな段差も、車いすの方にとっては、大きなバリアになるかもしれません。私たちはもっ

と、障害のある方の立場にたって、生活を考える必要があるのではないでしょうか。 

私は、もし街で困っている人を見かけたら、「何かお手伝いできることはありますか？」と声を

かけたいです。実際に声をかけるのは勇気がいるし、難しいことです。でも、盲導犬や視覚障害者、

パラスポーツ選手の方々と接することで得た理解から、一歩を踏み出す勇気を持ちたいと思いまし

た。誰もが安心して暮らせる社会にするために、まずは私にできる小さな行動から始めていきます。 
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